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　　～　講演「ジェンダー平等が社会を救う」の要点紹介　～ 

■　今年の4月9日にロータリークラブ主催の講演「ジェンダー平等 
　　が社会を救う」をたかしんホールで聴きました。この内容は 
　　これからの髙鍋のまちづくりに大切との思いから、役場に提案 
　　し、実行委員会を設立し、12月10日講演会をすることが決ま 
　　りました。 

■　実行委員会で、7月12日に高鍋町役場に講師の冨山所長をお迎 
　　えし、「ジェンダー平等が社会を救う」の学習会を約50名の関 
　　係者が参加して行いました。 

■　その時の要点を整理しましたので、ご紹介いたします。 

　　　　　　　　　　　「ジェンダー平等が社会を救う講演会 in たかなべ」実行委員会　 

第1報
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■　冨山氏の｢ジェンダー平等が社会を救う」から学ぶ！ 
   　　　  ･令和5年7月12日、冨山所長を高鍋町役場に迎え開催した学習会資料の抜粋です。 
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 ■　日本経済は この20年以上　横這い　ジェンダーギャップ(男女格差）は「125位に後退」へ 

 ■　G7等各国は ここ約20年で確実に成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　 欧米諸国ではジェンダー政策や女性参画を促進
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■　日本　いよいよ、待ったなし！！　ジェンダー平等、ともにすすめましょう！ 
■　個人の幸福と持続可能な社会の鍵を握る「男女共同参画」！
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　■　なぜ世界はジェンダー平等を目指すのか　 
　　　　　　･普遍的価値　　･経済合理性にかなう　　・持続可能性に不可欠　　　　 

　■　ジェンダー平等は  SDGsの一つのゴール と同時に 　　　　　　　　　　　 

                                  SDGs全体の目的の17のゴールを実現する手段
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　■　わたしたちがめざす社会！！ 
　■　男女共同参画社会 ＝ ジェンダー平等が実現化された社会　　　 
　■　男女共同参画社会基本法 
　　　　　･男女の人権の尊重　･少子高齢社会への対応　･経済活動の成熟化への対応 
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　■　ジェンダーダイバーシティー(男女区別のない多様な社会）のメリット　　 
　　　　    　･多様な　視点･アイディア･発想 
　　　　　　　　　　    　→　組織 ･ 企業 ･ 地域の活性化 ･ 経済社会の活力向上　 

　■ DEIの促進　D = ダイバーシティー　E = エクイティ　I = インクルージョン 
　　　　　　　　　   (多様性）　　　     　(公平性）　　　  (包摂）　　　 
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　■　なぜ進まない？　ジェンダー平等　 
　　　　　･性別役割分担意識　･高度成長期の価値観への固執　･根強い無意識の偏見 

　■　「無意識の偏見」の克服 
　　　　　　･知る→気づく→動く　　　・実践の「自分事」化 
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　■　髙鍋町で、 
　　　｢ジェンダーギャップ（男女格差)｣が少なくなり、 
　　　｢男女共同参画｣の社会に変わっていくと、 

　　　私たちの子どもや孫の時代には、 
　　　希望のある安心な社会に近づくかもしれませんね。 

　　　　　　　　　　　


